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The Key Factors of Growth over the Industry Lifecycle


























　Autor, Levy and Murnane（2003）は、ICTが、柔軟性、創造性、一般化された問題解決能力、
および複雑な通信を要求する非定常業務を実行する際に、労働者を補完し生産性を向上させてきた
事実を実証研究で解析した。標準化された手法で容易に記述できる定常業務は、ここ数十年でIT
設備の価格が急落したため、ICTへの代替が進んだ。Autor, Levy and Murnane（2003）は、これ


























































































































雇用者数（千人） 事業所数 対象企業数（社） 回答企業数（社）
インフラ業 130 11,163 50 32
製造業 156 6,390 139 62
卸・小売業 144 19,107 82 40
























1. 人材育成と確保 2. 利益率の改善 3. 売上高の増加 4. 販売力の強化
平均 0.801 0.708 0.596 0.529
偏差 0.400 0.455 0.492 0.500
5. 財務体質の強化 6. コスト体質改善 7. ブランド力強化 8. 企業理念
平均 0.384 0.271 0.258 0.238
偏差 0.488 0.446 0.439 0.425
9. 研究開発力強化 10. スキル・ナレッジ継承 11.グローバル化 12. CSR、社会貢献
平均 0.198 0.172 0.158 0.132
偏差 0.400 0.378 0.366 0.340
13.ガバナンス強化 14.株主へ利益還元 15.環境マネジメント 16.買収防衛策
平均 0.125 0.099 0.086 0.013












因子 単位 平均 標準偏差 下限 上限 観測数
年齢 年 46.31 18.86 5.0 104 151
ln従業員 人 5.55 0.87 4.20 9.85 151
ln売上高 百万円 8.67 1.27 5.94 12.9 151
ln経常利益 百万円 4.61 2.29 -4.34 10.4 151
ln特許 件 1.21 1.87 0.0 6.48 151
資本金 百万円 366 1278 30 13600 151
自己資本比率 ％ 39.2 21.9 0.5 92.0 139
従業員変化１ 0.028 0.121 -0.265 0.659 116
従業員変化２ 0.000 0.126 -1.0 0.477 139
売上高変化１ 0.002 0.071 -0.141 0.353 143
売上高変化２ 0.011 0.064 -0.316 0.341 129
利益変化１ 0.000 0.233 -0.639 0.659 116





























g［E(yi)］= ηi =β0 +β1xi1 + ･･･　+　βjxij　+　･･･ +　βmxim　　　　　　　　　　　　　  （１）













8　 計算は統計分析の分野において各国の研究者により共同で開発が進められている「フリーソフトR version 
3.5.1」を使用した。計算方法は長畑（2018）の『Rで学ぶデータサイエンス』に準じた。
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重視する経営課題 雇用 売上 利益
推定値 Z値 推定値 Z値 推定値 Z値
販売力の強化 0.41 1.79* 0.21 0.90 0.22 0.80
財務体質の強化 -0.07 0.74 -0.23 -0.99 0.04 0.14
高コスト体質改善 -0.05 -0.21 -0.20 -0.77 0.67 2.20**
ブランド力の強化 -0.29 -1.06 -0.52 -1.86* -0.14 -0.47
企業理念・ビジョン -0.01 -0.06 0.09 0.34 0.00 0.02
研究開発力の強化 0.07 0.23 -0.14 -0.46 -0.26 -0.69
スキル・ナレッジの継承 -0.17 -0.54 0.04 0.14 0.13 0.34
グローバル化対応 0.49 1.49 0.36 1.17 -0.46 -1.31
定数 0.37 1.99 0.01 0.05 0.07 0.37
観測数 151 151 151


































モデル 最小二乗法（ＯＬＳ） ロジットモデル プロビットモデル
推定値 ｔ値 推定値 Z値 推定値 Z値
定数 -0.103 （-1.98）** -3.248 （-2.08）** -2.121 （-2.30）**
年齢 -0.000 （-0.292）  0.008 （0.772）  0.004 （0.628）
業態 -0.036 （-2.039）** -0.461 （-0.925） -0.294 （-0.995）
ln売上高  0.016 （2.527）**  0.366 （1.885）*  0.252 （-2.305）**
売上高変化１  0.145 （1.372）  6.082 （1.676）*  4.105 （1.919）*
売上高変化２  0.467 （3.907）*** 19.42 （0.000）***  9.810 （3.368）***
ln特許 -0.005 （-1.090）  0.093 （0.640）  0.043 （0.521）
調整Ｒ2 0.153 ― ―
































雇用 売上 利益 雇用 売上 利益
2008～
2012年
係数推定値 0.656 -6.909 -1.822 -0.376 -0.388 0.178
Z値 0.285 -2.076** -1.829* -0.346 -0.216 0.266
AIC 66.1 79.7 55.2 91.5 108.6 93.9
2012～
2017年
係数推定値 -0.202 -3.450 -0.213 1.675 -1.263 0.410
Z値 -0.15 -0.82 -0.488 1.073 -0.617 0.847
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